
プロ野球での PCR 陽性例について-詳細な分析を公表すべき- 

コロナ感染が始まって 2年以上経過しましたが、いまだに政府・マスコミは

感染者数（PCR陽性者数）の比較を毎日行っています。無症状の PCR陽性例が多

く存在するということが判明している現在、どのような状況下で PCR検査を施

行して算出した数なのかを一定にしないと数の比較はできません。つまり、濃

厚接触者として検査され PCR陽性と判断された人間を含めば感染者数は多くな

ります。PCR陽性率も PCR施行数である分母をどう規定するかで変動します。 

7月 9日、ヤクルトスワローズで選手関係者 27名が PCR陽性であったため

阪神戦が中止されました。3日後には巨人で約５０名の PCR陽性者の選手名が発

表されました。これらはクラスタと考えられます。個人的に知っている阪神の

球団職員によると、プロ野球１２球団で現在では週１回で、緊急事態宣言下で

は週 2回唾液での PCR検査を、選手・用具係など各球団約１００名を対象とし

て実施しているということでした。このスクリーニング PCR検査の結果につい

て、陽性数や選手名は公表されましたが、陽性者のその後の経過として、無症

状のままなのか、症状が出現したのか、転帰はどうなったのかなどは公表され

ていません。 

病院でクラスタが発生した時、できるだけ早い時期に濃厚接触者全員に PCR

検査を実施し、症状が出現すれば再度 PCR検査を、症状がなければ１４日で隔

離解除という対応でした。医学的にはそれでいいとは思いますが、この方法で

はクラスタ発生時には陰性でその後に無症状の PCR陽性になる人数はカウント

できません。この集団における PCR陽性者（数）を把握するためには毎日の PCR

検査が必要になります。 

日本プロ野球機構が施行している 1週間に一度の PCR検査なら、PCR陽性期

間を約７日と考えれば、一つの集団におけるおおむね感染の全体像を把握でき

ると思います。 

日本プロ野球の PCRスクリーニング検査の情報をきちんと分析すれば、追加

の検査なしでクラスタ発生集団における PCR陽性例をすべて把握でき、そのう

ちの何%が無症状で、何%が２～３日後に有症状がでてくるという貴重な疫学デ

ータとなります。そして、同時期の対戦相手の陽性数、チーム内での陽性数の

変移から、無症状陽性者を隔離することの意義も判定可能です。すでに、陽性

者の名前は発表されているので個人情報保護法案にも抵触しないのではないで

しょうか？ 

2022.7.20 

 


